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　ル
ー
ト
プ
レ
ス
の
前
号
（
第
55

号
）
に
〝
国
土
交
通
省
が
新
設
し

た
『
新
「
道
の
駅
」
の
あ
り
方
検

討
会
』
が
３
月
19
日
、
中
間
整
理

案
と
し
て
道
の
駅
「
第
３
ス
テ
ー

ジ
」
へ
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
。

「
地
方
創
生
」
を
具
体
化
す
る
た

め
、
地
方
自
治
体
や
民
間
企
業
・

団
体
と
の
連
携
促
進
（
産
学
官
連

携
）
を
軸
に
、
具
体
的
な
施
策
の

策
定
を
求
め
て
い
る
。〟
と
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
市
町
村

の
実
態
に
即
し
特
色
を
生
か
し
た

主
体
的
且
つ
独
自
の
取
り
組
み
が

強
化
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　「
地
方
創
生
」
は
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
」
で
あ
る
が
、

12
月
末
の
第
２
期
総
合
戦
略
の
改

定
に
向
け
６
月
21
日
、
基
本
方
針

が
策
定
さ
れ
た
。
第
１
期
が
「
稼

ぐ
」
こ
と
に
力
点
を
置
き
す
ぎ
た

点
を
反
省
し
、「
ひ
と
」
に
注
目

し
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
が
う

た
わ
れ
て
い
る
。

　民
の
知
恵
と
資
金
の
活
用
が
求

め
ら
れ
る
が
、「
地
方
創
生
」
は

グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
と
異
な
り
「
地

産
地
消
」
を
基
本
に
地
域
の
特
色

を
生
か
す
経
営
を
旨
と
し
、
然
る

べ
き
定
住
人
口
を
確
保
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。「
道
の
駅
」
の

原
点
を
大
切
に
「
稼
ぐ
」
に
囚
わ

れ
す
ぎ
ず
、
官
と
民
の
適
切
な
役

割
分
担
の
下
、
公
益
と
収
益
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。　「

地
方
創
生
」
は
、
も
う
一
つ

の
重
要
国
策
で
あ
る
「
国
土
強
靭

化
」
と
、
過
度
の
東
京
一
極
集
中

を
解
消
し
地
方
の
特
色
あ
る
自
立

的
発
展
を
促
進
す
る
と
い
う
理
念

を
共
有
し
て
お
り
、
更
な
る
連
携

の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　「
国
土
強
靭
化
」
は
昨
年
末
の

基
本
計
画
改
定
に
併
せ
て
「
防
災

・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の

３
か
年
緊
急
対
策
」
が
策
定
さ
れ

促
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。「
道
の

駅
」
は
防
災
拠
点
と
し
て
も
期
待

さ
れ
て
い
る
が
、
市
区
町
村
の
国

土
強
靭
化
地
域
計
画
は
約
６
％
に

留
ま
っ
て
い
る
。
市
区
町
村
の
早

急
な
計
画
策
定
を
望
み
た
い
。

　「
地
方
が
主
役
、
国
は
脇
役
」

を
基
本
に
「
地
方
創
生
」
が
推
進

出
来
得
る
様
、
地
方
の
自
主
的
な

財
源
の
充
実
や
国
の
強
力
な
支

援
、
そ
し
て
道
の
駅
が
「
地
方
創

生
」
や
「
防
災
」
の
拠
点
と
し
て

貢
献
し
得
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
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市
町
村
の
特
色
を
生
か
し
た
主
体
的
か
つ
独
自
の
取
り
組
み
を

道
の
駅
の
防
災
へ
の
役
割
が
記
さ

れ
て
い
な
い
所
が
多
く
、
自
治
体

能
】

道
路
状
況
・
迂
回
路
情
報
や
災
害

情
報
発
信
、
安
否
情
報
の
提
供

　電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
通
時
の
通
信

手
段
と
非
常
時
の
連
絡
体
制
確
保

【
地
域
連
携
機
能
】

救
援
物
資
の
中
継
機
能
・
配
布
な

ど
が
基
本
的
に
重
要
で
、
設
備
的

に
は
非
常
用
電
源
と
水
の
確
保
が

求
め
ら
れ
る
。

　国
土
交
通
省
の
資
料
も
参
考
に

災
害
時
に
求
め
ら
れ
る
道
の
駅
の

役
割
を
時
系
列
に
網
羅
し
た
の
が

上
の
図
で
あ
る
。

　こ
れ
ら
の
機
能
を
果
た
す
に
は

国
の
防
災
基
本
計
画
の
中
に
、
支

援
可
能
な
道
の
駅
の
防
災
機
能
化

を
う
た
う
べ
き
で
、
地
方
自
治
体

の
地
域
防
災
計
画
の
中
に
、
道
の

駅
の
災
害
支
援
や
防
災
機
能
化
を

盛
り
込
む
こ
と
が
重
要
だ
。

　災
害
支
援
拠
点
と
し
て
の
道
の

駅
の
方
向
性
（
防
災
機
能
）
は
次

の
ペ
ー
ジ
の
通
り
だ
が
、
身
の
丈

に
合
っ
た
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

る
こ
と
が
大
切
。
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地
域
防
災
計
画
に
「
道
の
駅
」
盛
り
込
み
を

入
れ
、
敷
地
内
に
仮
設
住
宅
も
建

設
。
そ
の
後
も
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
と
大
規
模
災
害
へ
の
道

の
駅
の
貢
献
は
著
し
い
が
、
中
越

地
震
が
道
の
駅
の
災
害
支
援
の
発

端
で
は
な
く
、
全
国
的
に
そ
れ
以

前
も
災
害
支
援
を
行
っ
て
い
た
。

　第
２
回
セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
し
た

道
の
駅
「
北
川
は
ゆ
ま
」
は
、
平

成
９
年
の
台
風
19
号
が
延
岡
市
を

直
撃
、
北
川
の
氾
濫
で
洪
水
に

な
っ
た
時
に
避
難
所
と
な
り
、
６

０
０
０
人
分
も
の
炊
き
出
し
を
し

た
。
そ
れ
で
も
一
人
の
貴
い
命
が

亡
く
な
っ
た
。
薄
れ
つ
つ
あ
る
災

害
史
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。

　北
川
町
の
講
演
の
演
題
は
、

「
道
の
駅
防
災
の
意
義
と
課
題

Beautiful harm
ony

の
時
代

へ
」
で
あ
る
。
道
の
駅
は
災
害
支

援
や
人
命
救
助
に
大
き
く
役
立
っ

て
お
り
今
後
も
期
待
さ
れ
る
。
だ

が
、
い
ま
だ
自
治
体
防
災
計
画
に

改
め
て
防
災
を
考
え
る�

熊
野
稔
・
宮
崎
大
学
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創
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学
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　予
想
以
上
の
盛
会
と
な
っ
た
３

月
の
新
潟
県
十
日
町
市
と
７
月
の

宮
崎
県
延
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
第

１
、
２
回
の
「
道
の
駅
リ
レ
ー
防

災
セ
ミ
ナ
ー
」
で
基
調
講
演
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
防
災
に
力
を
そ
そ
ぐ
全

国
の
道
の
駅
を
リ
レ
ー
方
式
で
巡

り
、取
り
組
み
を
語
っ
て
も
ら
い
、

防
災
フ
ェ
ア
を
同
時
開
催
し
て
地

域
の
人
々
に
備
え
の
大
切
さ
を
実

感
し
て
も
ら
う
〈
参
加
体
験
型
〉

の
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　道
の
駅
は
幹
線
道
路
に
面
し
た

公
共
施
設
で
、
24
時
間
使
用
で
き

る
駐
車
場
や
ト
イ
レ
、
休
憩
空
間

が
あ
り
、
食
糧
や
情
報
提
供
の
拠

点
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
内
の
道

の
駅
を
除
き
、
避
難
場
所
や
災
害

支
援
に
好
適
。
15
年
前
の
新
潟
県

中
越
地
震
で
は
道
の
駅
「
ク
ロ
ス

テ
ン
十
日
町
」
が
被
災
者
を
受
け

と
の
災
害
協
定

や
予
算
付
け
が

な
い
と
将
来
に

禍
根
を
残
す
の

で
は
、
と
い
う

課
題
が
あ
る
。

【
休
憩
機
能
】

ト
イ
レ
→
用
水

を
確
保
し
て
使

用
可
能
な
防
災

ト
イ
レ

駐
車
場
→
災
害

時
は
避
難
場

所
、
余
裕
空
間

に
は
飲
料
水
備

蓄
タ
ン
ク
・
地

下
貯
水
槽
、
非

常
用
発
電
設
備

を
整
備

【
情
報
発
信
機
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災
害
支
援
拠
点
と
し
て
の

道
の
駅
の
方
向
性

　自
治
体
の
地
域
防
災
計
画
に
お

け
る
災
害
支
援
可
能
な
道
の
駅
の

身
の
丈
に
合
っ
た
災
害
支
援
の
位

置
づ
け
と
予
算
化
▼
防
災
計
画
・

防
災
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
▼

平
常
時
機
能
の
災
害
対
応
強
化
▼

道
の
駅
を
拠
点
と
し
た
防
災
訓
練

▼
災
害
発
生
時
の
利
用
に
関
す
る

協
定
締
結
▼
地
元
自
治
体
と
の
事

前
協
定
▼
道
の
駅
同
士
の
災
害
対

え
こ
こ
ま
で
防
災
に
役
立
つ
と
は

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

　「Beautiful harm
ony

の
時

代
へ
」
の
副
題
は
、
広
域
的
に
美

し
く
調
和
し
た
防
災
訓
練
を
意
味

す
る
。
30
年
以
内
に
南
海
ト
ラ
フ

大
地
震
が
起
こ
る
確
率
が
70
～

80
％
と
い
わ
れ
る
時
代
。
国
民
の

命
と
財
産
を
可
能
な
限
り
守
り
抜

く
こ
と
が
、
わ
が
国
の
持
続
的
発

展
の
条
件
と
考
え
る
。

　究
極
は
、
日
本
が
広
域
に
ま
と

ま
っ
て
防
災
避
難
訓
練
を
行
う
こ

質の高い遠隔医療と命を救う道路

地域で小さな命を守る取り組みから

小笠原敏浩氏岩手県立大船渡病院
統括副院長・周産期医療科長

　遠
隔
医
療
は
「
映
像
を
含
む
患
者

情
報
の
伝
送
に
基
づ
い
て
遠
隔
地
か

ら
診
断
、
指
示
な
ど
の
医
療
行
為
及

び
医
療
に
関
連
し
た
行
為
を
行
う
こ

と
」
と
定
義
さ
れ
ま
す
。
北
海
道
に

次
ぐ
面
積
の
岩
手
県
で
１
９
９
８
年

11
月
、
北
沿
岸
地
域
で
日
本
初
の
遠

隔
妊
婦
健
診
の
実
証
実
験
を
し
ま
し

た
。

良
好
な
結
果
か
ら
、
経
済
産
業
省
の

事
業
で
あ
る
平
成
18
～
20
年
度
遠
隔

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

－
周
産
期
電
子
カ
ル
テ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
－
の
指
定
を

受
け
、
釜
石
地
域
で
の
妊
婦
在
宅
管

理
、
産
婦
人
科
医
療
施
設
の
な
い
遠

野
市
－
県
立
大
船
渡
病
院
で
の
遠
隔

妊
婦
健
診
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　遠
隔
妊
婦
健
診
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
遠
距
離
の
通
院
リ
ス
ク
を
軽

減
し
、
待
ち
時
間
も
短
縮
で
き
る
な

ど
、
妊
産
婦
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
寄

与
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
妊
婦
さ

ん
が
長
時
間
か
け
て
峠
を
越
え
て
病

院
に
通
う
大
き
な
負
担
を
解
消
す
る

な
ど
、妊
婦
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
ま
す
。

　地
域
の
助
産
師
・
保
健
師
に
よ
る

ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
地

域
の
連
携
が
で
き
ま
す
。
市
町
村

が
関
わ
る
こ
と
で
、
地
域
に
お
け

る
行
政
と
医
療
の
連
携
が
図
ら

れ
、
地
域
の
周
産
期
医
療
の
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
管
理
シ
ス
テ
ム

を
確
立
で
き
ま
す
。

　し
か
し
、
妊
婦
さ
ん
の
長
距
離

通
院
の
リ
ス
ク
が
軽
減
で
き
、
身

近
な
自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
、
病
院
で
診
断
す
る
の
と
同

様
に
遠
隔
で
質
の
高
い
診
断
が
で

き
て
も
、
現
在
の
技
術
で
は
、
異

常
発
生
時
や
救
急
治
療
を
要
す
る

妊
婦
さ
ん
や
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の

命
を
遠
隔
医
療
だ
け
で
救
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　高
次
医
療
機
関
へ
の
移
動
手
段
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と
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
想

定
エ
リ
ア
は
最
低
年
１
回
ま
と

ま
っ
て
防
災
避
難
訓
練
を
行
う
。

ギ
ネ
ス
記
録
に
な
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、
国
民
の
ま
と
ま
り

と
一
致
団
結
の
協
力
の
も
と
で
備

え
る
こ
と
が
大
事
だ
。

　日
本
全
体
が
共
通
の
防
災
意
識

を
持
ち
、
調
和
の
と
れ
た
防
災
訓

練
を
で
き
た
ら
、
世
界
か
ら
日
本

は
ど
ん
な
に
ま
と
ま
っ
て
美
し
く

見
え
る
だ
ろ
う
か
。

一
致
団
結
の
協
力
の
も
と
で
災
害
に
備
え
る

応
連
携
協
定
▼
道
の
駅
を
拠
点
と

し
た
自
主
防
災
組
織
の
確
立
▼
地

方
自
治
体
同
士
の
災
害
協
力
協
定

▼
都
市
農
村
交
流
に
よ
る
災
害
協

力
協
定

　28
年
前
の
平
成
3
年
、
山
口
県

の
阿
武
町
と
田
万
川
町
（
現
在
萩

市
）
で
最
初
に
行
わ
れ
た
道
の
駅

の
社
会
実
験
に
、
将
来
の
わ
が
国

の
新
し
い
地
域
振
興
策
と
な
る
で

あ
ろ
う
こ
と
を
、
期
待
で
わ
く
わ

く
し
な
が
ら
通
っ
て
い
た
32
歳
の

頃
は
、
全
国
１
１
６
０
駅
に
も
増

を
10
月
５
～
６
日
、
盛
岡
市
い
わ

て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
す
。
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
大
石
久
和
元
国
交
省
技
監
、

厚
労
省
医
事
課
の
加
藤
琢
真
氏
、

総
務
省
情
報
流
通
振
興
課
の
増
原

知
宏
氏
、
横
浜
国
大
都
市
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
研
究
院
の
細
田
暁
氏
の

４
先
生
を
お
招
き
し
「
地
方
を
支

え
る
遠
隔
医
療
と
命
の
道
」
に
つ

い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
是

非
ご
参
加
い
た
だ
き
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　過
疎
化
地
域
で
は
医
療
相
談
窓

口
や
診
療
所
機
能
を
持
つ
道
の
駅

も
増
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
道

の
駅
が
命
を
救
う
道
の
一
翼
を
担

う
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
必
要
で
、「
質

の
高
い
遠
隔
医
療
と

命
を
救
う
道
」
が
こ

れ
か
ら
の
キ
ー
ワ
ー

ド
、
と
考
え
て
い
ま

す
。　第

23
回
日
本
遠
隔

医
療
学
会
学
術
大
会

「道の駅と防災」についてのアンケート 『「道の駅と防災」についてのアンケート』回答用紙
 　本紙が創刊以来追求してきた「道の駅と防災」について伺います。

Ｑ１．防災拠点として期待される「道の駅」に備えてほしいものは何

ですか？（優先すべきもの５つまで）

①非常用食料・飲料水　②非常時トイレ（災害時用、携帯用）

③テント、毛布等　④自家発電設備　⑤簡易入浴設備

⑥紙おむつ（乳幼児用、大人用）　⑦ミルク等乳幼児用食品

⑧授乳室　　⑨洗浄・除菌用品　⑩非常用通信手段

⑪携帯電話・スマホ充電器　　⑫Ｗ i- Ｆ i 設備

⑬災害時支援型自動販売機

⑭その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２．食料、飲料水、居場所確保以外で、避難した際に配慮してほし

いもの、配慮した方が良いと思うものは？（優先順にいくつでも）

①乳幼児に対する配慮　②高齢者に対する配慮

③病人に対する配慮　④衛生面の配慮　⑤最低限のプライバシー配慮

⑥被災状況等の情報提供への配慮　　⑦音楽など心を癒す配慮　　⑧

ラジオ体操など身体を動かすための配慮　⑨その他（具体的に）

Ｑ３．日ごろから災害に備え、車に常備している防災用品はあります

か？（いくつでも）

①飲料／菓子類　②照明器具（懐中電灯）　③道路地図

④携帯トイレ　⑤カセットコンロ　⑥携帯電話・スマホ充電器

⑦毛布等防寒具　⑧携帯ラジオ　⑨カーラジオ以外はない

⑩その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ４．本紙はどこの「道の駅」で入手しましたか？

（　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ５．本紙を入手した道の駅の印象をお聞かせください。

（ ）

Ｑ１：①　②（災害時用、携帯用）　　③　　④　　⑤
　　　⑥（乳幼児用、大人用）　⑦　　⑧　　⑨　　⑩
　　　⑪　　⑫　　⑬
　　　⑭（ ）

Ｑ２：①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
　　　⑨（ ）

Ｑ３：①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧　　⑨　
　　　⑩（ ）

Ｑ４：都道府県（ ）
　　　道の駅名（ ）
　　　　　　　　　　　　　
Ｑ５：（ ）

お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締
切 は 令 和 元 年 10 月 31 日

（木）。宛先は、〒 102-0075
東京都千代田区三番町７－
１朝日三番町プラザ　ＮＰ
Ｏ法人 人と道研究会

ご回答方法

公方の郷なかがわ
藤野絢志郎所長代理

　夏秋の名産露地すだち、那賀川の清

徳島県阿南市那賀川町工地 803
国道 55 号　TEL.0884-21-2631

水が育てたコシヒカリ、近所２漁港から毎朝届く
魚介類など阿南市と県南特産品の産直市、観光案
内所が賑わいます。市が野球のまちづくり最中で、
四国八十八霊場にちなんで創設した ｢ ８９番野球
寺 ｣ の必勝祈願モニュメントも人気です。

あなみず
桶正行駅長

　能登の玄関口に位置する道の駅で、

石川県穴水町大町チ 41-6
県道１号　TEL.0768-52-3333

のと鉄道の穴水駅と併設され、国道 249 号、能
越自動車道からもアクセスがよく、奥能登観光の
情報・魅力発信拠点になっております。冬期には
美味しい能登牡蠣を是非ご賞味ください。能登大
仏、復活した「ぼらまちやぐら」も近くです。

らんこし・ふるさとの丘
福原大輔・町地域振興担当

　ふるさとの丘直売センターは、近隣

北海道蘭越町相生 969
国道５号　TEL.0136-55-3251

町村をはじめ道外、海外からお越しの方々に、
数多くお立ち寄りいただいています。米どころ

「蘭越」産のお米や新鮮な旬の野菜を販売中で
す。隣接しているアイス工場で作られたアイス
クリームはお客様から好評で、自慢の一品です。


